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１　はじめに
崔貞熙の小説「天脈」は「地脈」、「人脈」に続いて1941年に発表された。これらは従来、3部作と
して、伝統的な女性倫理と母性の貴さを伝える作品であるとみなされてきた。しかし筆者はこれら3
つの作品を読み込むなかで、「天脈」が他の2つとは異なる構造を持つことに気づき、「天脈」は戦時
色の強まる1941年という時代、また当時の崔貞熙の創作活動と結びつけて解釈すると、戦争協力とい
う面からの見方ができることを示した 2。
そして「天脈」の執筆時期に関してはさらに注目すべき点がある。本稿が扱うのはこのことである。
「天脈」は雑誌『三千里』の1941年1、3、4月号に3回に分けて連載された。しかし本来はすでに発表
済みの「地脈」（『文章』1939.9）、「人脈」（『文章』1940.4）とともに、書き下ろしの形で創作集『天
脈』に載るはずであったことがわかった。『三千里』1940年10月号にその創作集の広告が掲載されて
いるのである。それを見ると、10月20日発売と記され、「天脈」の内容も短く紹介されている。しか
し実際にはこのとき創作集を出版することはできなかった。検閲にかかったためである。つまり「天
脈」は遅くとも『三千里』10月号を編集する時点で完成していたと考えられるが、発表されたのは翌
年の『三千里』誌上においてである。また、その連載第1回の末尾には「次回完」とあるが、実際に
は第3回まで続いた。
本稿では以上のような「天脈」の発表にまつわる経緯に着目し、あらためて「天脈」の解釈に臨む。
２　創作集『天脈』の検閲と『三千里』連載
最初に述べたように本来、「天脈」が書き下ろし作品として掲載されるはずであった創作集『天脈』
は検閲によって出版が見送られ、結局、日本の植民地支配からの解放後に初めて出版された。韓国国
立中央図書館の目録では1948年に首善社から発行されているものが最も早い。筆者の手元にあるのは
1952年に光文社より発行されたもののコピーであるが、「序」の日付は1947年（印刷不鮮明により何
月かは判読できない）となっており、そこに検閲の経緯が書かれていることから、原本は首善社版で
あり、それが最初の創作集『天脈』であると判断される。「序」によれば、検閲官に作品中の思想と
風紀が好ましくないと指摘されたため、かなり修正して再提出したところ、今度は「地脈」と「人脈」
の具体的な場面を指摘され、やはり同様のことが問題視されたという。そして再び手を入れて提出し
たが、また呼び出され、最後には「取下」と書かれた本を返されたとある。
この「序」には「天脈」についての言及はない。したがって「天脈」にはもともと朝鮮総督府が問
題とするような部分がなく、そのまま『三千里』に連載されたとみることもできる。
しかし創作集『天脈』の広告に書かれた紹介文を見ると疑問が生じる。そこには「女士が新たに百
余枚を書き下ろした未発表の佳篇」とあるのに続き、「地脈の気高い母性愛の世界、人脈の至純な異
性愛の世界の後を受け、この天脈に至っては人生の死と愛情の相克等を描き、その荘厳な精神が万人
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を引き付ける注目の佳篇だ 3」とある。ここで先ず、「百余枚」とあることに関して、それが1枚に何
文字を基準にしたものかわからないが、韓国では一般に200字を基準として数えるため、仮にそれで
計算すると、連載された「天脈」は第1回のみで約100枚に達し、第2回が75枚ほどある。そして本来、
第2回で終わるはずであったものが第3回まで続き、しかもその第3回は長く、155枚ほどになる。3回
分を合わせると300枚を優に超える。「地脈」、「人脈」と比べても「天脈」は格段に量が多い。次に、
内容面においても紹介文にあるような「死」は描かれていない。ただし、比喩として「人生の死」と
いう表現が使用されているのだとすれば、それは「天脈」の解釈とみることができるので、ストー
リーは出来上がっていたことがわかる。
「天脈」のストーリーについてはあとで述べるが、「天脈」は香隣園という、当時、話題となってい
た孤児院をモデルとした小説である。それは崔貞熙自身や香隣園の園長の著作から知ることができる 4。
香隣園は1940年春に設立され、日本の国策映画「家なき天使」の舞台ともなった。「家なき天使」は
1940年夏から撮影に入り、同年10月の『三千里』、すなわち創作集『天脈』の広告が出たのと同じ号
に紹介記事が掲載されたが、やはり検閲にかかり、公開されたのは1941年2月のことである。すでに
文部省の推薦まで受けていたため、この検閲は関係者たちにとっても寝耳に水だったようである。検
閲の理由としては、キリスト教精神に基づく園の運営方針や朝鮮語の使用がいけない、また浮浪児が
彷徨する朝鮮の実情を日本国民に見せることが好ましくない、などと様々に取り沙汰された  5。一方、
映画公開の直前に掲載された新聞記事には、総督府社会教育課長の発言として、キリスト教はかまわ
ないが、浮浪児が靴を盗むところが子供の教育上よくなかったとされており 6、事実はよくわかって
いない。
以上に述べたように、創作集『天脈』と映画「家なき天使」は同時期に検閲にかかっている。そし
てようやく「天脈」が『三千里』に連載されている最中に「家なき天使」も公開された。崔貞熙は自
らが三千里社の社員でもあったため、「家なき天使」が検閲にかかって公開が遅れることを知ってい
たはずである。だとすれば、たとえ創作集に掲載される予定であった「天脈」が検閲で何も指摘され
なかったとしても、同じ香隣園を描いていることから、連載にあたって何らかの予防措置を講じるこ
とはなかったであろうか。以下、それを探っていく。
３　記事に書かれた香隣園
崔貞熙は「天脈」を執筆する前の1940年夏に香隣園を訪れている。そしてその訪問記が同年12月の
『三千里』に掲載されているが、内容を見ると「天脈」と重なる部分が多い。また、同じ号に香隣園
の園長の手記も載っており、「天脈」はそこからも多くを取り入れている。ほかにも当時、香隣園を
扱った記事がいくつかあるが、「天脈」はそれらをつなぎ合わせたようにも見える。ここではそれら
の記事を通して香隣園がどのような施設であったのかを見ていく。
香隣園は1940年春に牧師、方洙源氏によって恩平区弘済外里に設立され、8月に玉水町に移転した。
崔貞熙が訪問したのは移転後の香隣園である。そのため「天脈」では「玉水町保育院」という名称で
登場する。
設立してまもなく『京城日報』に「香隣園少年寮訪問記」が連載された。そして玉水町移転後は、
方洙源氏の手記「子供は天使のようだ」と、崔貞熙の訪問記「香隣園を訪ねて」で紹介されている。
香隣園はさらに1941年3月に平倉里に移転するが、そこでの様子は方洙源氏が「『家なき天使』の楽園、
香隣園生活記」に綴っている。このほかにも香隣園を扱った記事類は、映画「家なき天使」との関連
で書かれたものなど複数あったと思われるが、本稿では「天脈」執筆当時の崔貞熙が目にした可能性
の高いものとして、崔貞熙自身の訪問記を含めて以上の4つの記事を取り上げる。
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先ず、1940年6月20日から3日間にわたって『京城日報』に連載された高岡眞子氏の「香隣園少年寮
訪問記」を見ていく。これは著者が香隣園のことを知って訪問するに至った経緯から始まり、子供た
ちが坂道を駆け上がって元気に迎えに出てきてくれたこと、ラッパの合図で整列して「皇国臣民の誓
詞」を唱えたこと、その日本語の発音が流暢で「内鮮一体」の成果が感じられたことなど、朝鮮総督
府の機関紙『京城日報』の記事にふさわしい書き方が目につく。それから、ラジオ体操、反省の時間
といった園の日課と、宿舎は羊小屋を改造したものであること、うどんの製造や道路工事を行い、う
どんを売った代金で米、麦、野菜を買っているが資金が足りないといった生活の実情が記されている。
また、子供たちから「アボジ」と呼ばれている園長の方洙源氏が、心のうちでは「折々は我が子とし
て抱ききれない自分を悲しみつゝ、或る時は本当の我が児らが父の愛を独占したいといふ烈しい願ひ
を知ると堪らなくなったり… 7」という葛藤を抱えていることも明かされている。
次に、方洙源氏の手記「子供は天使のようだ」（『三千里』1940.12）を見てみる。ここには香隣園設
立までの簡単な経緯のほか、高岡氏の記事にも見られた園の日課と、うどん製造、米が不足している
ことについて書かれているが、「皇国臣民の誓詞」や「内鮮一体」といった言葉は見当たらない。また、
「『息子』が日に日に増えていく。このたくさんの『息子』の『アボジ』、完全なアボジになれるよう
神に祈った 8」という下りから、やはり方氏の苦悩が読み取れる。
一方、高岡氏の記事には書かれていない内容として、子供たちを規則で縛らず自主性を重んじる方
氏の教育方針のほか、逃亡しようとした子供がいて連れ戻したこと、実の息子の病死など、家族に犠
牲を強いていることも明かされている。そして映画化の話が出ていることにも触れ、映画が社会に衝
撃を与えて救援の手が差し延べられるようにとの願いが綴られている。方氏のこの手記は玉水町へ
引っ越した直後までを伝えている。
方氏の手記と並び、『三千里』1940年12月号には崔貞熙の「香隣園を訪ねて」も載った。「香隣園を
訪ねて」は玉水町移転後を取材した記事であるが、子供たちが訪問者を迎える様子やラッパの合図で
整列することは先に見た高岡氏の記事と同様である。また、子供たちの自主性を重んじる教育方針も
方氏の手記そのままに書かれている。一方、この記事では方氏の来歴について詳しく紹介している。
また、子供たちが自由に過ごす様子としてボールを蹴り、馬に乗り、山羊と戯れること、そして子供
たちは歌とお話が好きで、訪問者にお話をねだるなどといった具体的な内容は、前の2つの記事には
見られなかったものである。逆に、うどんの製造や食糧不足、子供の逃亡、方氏の苦悩については書
かれていない。「香隣園を訪ねて」は概して肯定的な内容を多く伝えている。
最後に見るのは再び方洙源氏の手記、「『家なき天使』の楽園、香隣園生活記」（『三千里』1941.6）
である。これは1941年3月に香隣園が平倉里に移転したあとで書かれているが、内容には移転前の出
来事も見られる。したがって掲載されたのは「天脈」の連載後であるが、書かれたのは「天脈」の連
載がまだ続いている間であった可能性があり、三千里社の社員として崔貞熙はその原稿を見ることが
できる立場にあったと考えられる。
新たな香隣園の敷地はある篤志家から提供されたもので、200坪の建物に加えて2万坪余りの果樹園
が隣接していた。方氏の手記にはその自然の美しさのほか、冬場の引っ越しでの苦労、少年3人の逃亡、
少年寮に初めて連れてきた目の不自由な少女についての話など、園で起こった具体的な出来事につい
ての話に加え、いくつかの目新しいことが書かれている。将来、大学に発展させることを目指して職
業学校を作る計画を進めていること、セブランス医専の学生が医療機関を設置してくれたことなどで
ある。香隣園が規模を広げていく様子がうかがえる。しかし方氏の心の苦悩は続いている。それは、
全ての子供を同じように愛し、「涙のない世界 9」を作るという目標に対する自信の揺らぎであった。
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４　「天脈」の展開
「天脈」は「地脈」、「人脈」に続いて書かれ、女性の生き方について互いに共通するモチーフが使
用されている。そのため先ず、先に書かれた2つの作品を簡単に見ていくことにする。
「地脈」は異性への愛よりも、女性の伝統的な倫理と母性を選択する女性の生き方を描いた作品で
ある。主人公の女性はそれと知らずに妻子ある男性と愛し合って同棲し、子供2人をもつが、まもな
く男性が死んでしまい、苦労をしながら一人で子供を育てていた。しかし子供を学校に通わせるため
に戸籍が必要になり、学生時代の恋人のもとを訪ねる。彼は主人公を受け入れようとし、主人公も再
び気持ちが傾くものの、彼が血のつながりのない子供を愛してくれないのではないかという不安から
逃れられない。そして結局は子供の父親を唯一の夫とみなし、一人で立派に子供を育てようと決心す
る。 
「人脈」は既婚女性の浮気心を描いた作品である。伝統的な家庭で育った主人公は親の決めた相手
と結婚し、何一つ不自由なく暮らしていた。しかし以前から憧れていた詩人であり、今は友人の夫で
もある男性に再会したことで心が揺れる。主人公は男性に気持ちを打ち明けるものの、男性はまった
く受け入れない。すると主人公は好きでもない男と同棲するなどの自暴自棄的な行動をとるが、最後
には思慕する男性から諭され夫のもとへ戻っていく。そして妻として母として、完全な女性となるこ
とを自らに誓う。
以上のように「地脈」と「人脈」は、当時の女性のあるべき生き方を問うた作品である。以下、「天
脈」のストーリーを3回の連載ごとに追っていく。
第1回では主人公ヨニが玉水町保育院を訪れるに至った過去のことが描かれる。
ヨニは以前、看護婦として働いていたとき、それと知らずに妻子ある男性と結ばれ息子をもうけた。
しかし間もなく男性が死亡してしまうと息子の将来を案じ、人の紹介で妻と死別した医者と結婚した。
夫はヨニを愛してくれたが、血のつながりのない息子は虐待した。そして息子が次第に非行化してい
くことに心を痛めたヨニは夫と別れることを決心する。
第2回では玉水町保育院の様子と院長の来歴が語られる。
玉水町保育院は童話に出てくるような口の字型をした建物で、農園、果樹園、花園があり、大きな
川が前を流れている。農園には豚、鶏、山羊、ウサギ、馬、牛がいて、稲や蕎麦の栽培もしている。
広大な花園には噴水もある。ヨニたちは子牛を引いて丘を上ってきた子供たちに案内される。
ヨニは新聞で玉水町保育院を知ったときから、院長が小学校時代の恩師であることに気づいていた。
ヨニをとくべつに可愛がってくれ、卒業後もしばらく手紙をやりとりする間柄であった。そして再会
した瞬間、ヨニは「恍惚に近い歓喜」、「初めて抱く感情」を意識し、恩師は「運命の神 10」がヨニを
ここに導いたのだと語る。
子供たちから「アボジ」と呼ばれる院長は、「涙のない世界 11」を実現すべく玉水町保育院を作った。
それはアメリカ留学から帰国したさい京城駅で浮浪児に手を差し出され、義憤と苦痛を感じたことが
きっかけだった。すぐさま友人の家を借り、連れ帰った子供たちとそこで3年間過ごしたのち、2年前
に父の援助で玉水町に土地を買い、建物を建て、果樹園や農園を作った。将来は幼稚園から大学まで
を作り、文学部、美術部、音楽部を設置し、一生過ごせるようにするという構想を持っている。
院長の教育方針は子供たちを束縛せず、自由にさせるいうもので、そうしておいても自然に秩序や
規律が身に付き、喧嘩をせず、他人を思いやる心が生まれると考えている。また、歌をたくさん歌わ
せ、お話を聞かせることが効果的だという。その言葉のとおり、子供たちは庭でサッカーや野球をし、
山羊や子牛と戯れ、馬に乗って楽しそうに遊んでいる。
ヨニは子供たちに歌を教えることになる。そして以前のように歌を歌い、ともに「涙のない世界」
を作ろうという院長の言葉にうなずく。
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第3回ではヨニが保母として過ごすようになってからの玉水町保育院の様子と、院長に対するヨニ
の感情が描かれる。
夕食後の反省の時間、ヨニは98人の子供たちに「オモニ」と紹介される。そのあと一人の子供が自
発的に手を挙げ、自らの過去、すなわち父が刑務所に入ったあと母に捨てられ、物乞いをするように
なったいきさつを話し始める。するとそれに引きずられて他の子供たちも母親のことを思い出して涙
を流し、悲しい雰囲気になるが、院長がその場を収めて音楽会となる。子供6人が太鼓、サックス、
ラッパ、アコーディオン、バイオリンを手に取り、音楽の先生のオルガン伴奏を合図に子供たちの歌
が始まる。
朝はラッパの合図で起床し、掃除と朝食のあと農園作業と学課の勉強をする。ヨニは前夜、同室の
女性教師から子供たちの悪さを聞かされていたが、その日もすぐに喧嘩が始まった。しかしヨニがお
話を始めると笑いが戻る。たしかに逃亡、喧嘩、盗み、お漏らしなどに手を焼かされたが、ヨニはそ
んな子供たちの母になろうと努力する。簡単な医療設備を整えて軽い病気は自ら治療し、外出したと
きには玩具やお菓子を買ってきた。「涙のない世界」はすぐにも実現できそうに思えた。
それから2年が経ち、ヨニは子供たちにとっての「涙のない世界」が実現したとしても自分は悲し
いと感じるようになる。そんなある日、院長の奏でるバイオリンの音色が流れてくる。院長は子供た
ちにバイオリンを教えていたが、それまで自ら弾くことはなかったため、ヨニは院長も自分と同じ気
持ちでいるのだと受け止める。すぐにも院長の部屋へ跳んでいきたい衝動に駆られたが、息子を強く
抱きしめることで気持ちを鎮める。そして悲しみを堪えて息子と子供たちのために楽しく暮らし、自
らの過去を償おうと決心する。
　「天脈」はここから最終章に入る。
ある日の午後、ヨニが布団を繕っていると、そこへ子供たちが次々と足を入れてきた。そして息子
の足がヨニの足に触れた瞬間、ヨニはそれをはっきりと区別し、他の子供たちのものとは異なるぬく
もりを感じる。すべての子供たちのよい母となることで院長への思いを断ち切ったはずであったヨニ
にとって、それは大きな衝撃であった。そしてヨニは院長に保育院を去るつもりであることを告げ、
自分の悲しみについて説明しようとする。しかしヨニがいくら言葉を尽くして気持ちを伝えようとし
ても、院長は最後までヨニが子供たちのことを話しているものと受け止め、そのまま子供たちに呼ば
れて行ってしまう。
その後、ヨニは子供たちの父であるしかない院長の立場を理解しようと努力するが、いっそうの
「恐怖と寂寞 12」を感じながら、「手を合わせ、頭を垂れ、目を閉じ、自らの神が何かもわからないま
ま祈る 13」ことを習慣とするようになる。
５　香隣園と「天脈」
前章で「天脈」の展開を追った。ここではそれを先の実際の香隣園についての記事と照合しながら
「天脈」の内容を検証する。
先ず、「天脈」の連載第1回は主人公が玉水町保育院に入るきっかけが語られている部分である。主
人公が私生児を持つに至った理由は「地脈」と同様であるが、「地脈」では子供のために自らの愛欲
を犠牲にしたのに対し、「天脈」では逆に子供のためを思って気の進まない結婚をして失敗し別れた。
これがストーリーの発端である。
第2回には保育院の外観や風景、院長の来歴と教育方針、目標、計画などが描かれている。崔貞熙
自身の訪問記「香隣園を訪ねて」と重なる部分が多い。このうち、初めて保育院を訪れたときに子供
たちの案内を受けたことは高岡眞子氏の訪問記にも見られ、子供たちの自主性を重んじる院長の教育
方針は方洙源氏の手記「子供は天使のようだ」とも一致する。また、院長の来歴は「香隣園を訪ねて」
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と語句までが一部重なっているが、これは崔貞熙が訪問時に直接、方洙源氏から聞いたものであろう。
それから、院長の目指す「涙のない世界」という表現と、将来は大学まで作るという構想は、方氏の
「『家なき天使』の楽園、香隣園生活記」に確認される。
一方、「天脈」と「香隣園を訪ねて」のみに見られるのは、農園にたくさんの動物たちがいること、
子供たちが歌とお話が好きだということ、子供たちが庭でボールを蹴ったり動物と戯れたりして自由
に遊んでいることなどである。そして「童話に出てくるような」香隣園の建物のことは「天脈」のみ
に見られる。
以上のように、第2回に描かれている玉水町保育院のうち、院長に関する内容は方洙源氏の手記を
もとに創作されたものであることがわかる。ただし、「『家なき天使』の楽園、香隣園生活記」は「天
脈」連載後の『三千里』6月号に掲載されたものである。前に述べたように書かれたのは香隣園が玉
水町から平倉里に移転した直後の3月頃と思われ、崔貞熙はその頃にそれを見ていた可能性はあるが、
連載第2回の編集には間に合わない。したがって崔貞熙は他の経路を通じても香隣園と方洙源氏に関
する情報を得ていたものと考えられる。
一方、玉水町保育院の外観や風景は「香隣園を訪ねて」と類似している。香隣園が玉水町にあった
頃の詳細は他の資料がなく不明な点が多いが、「童話に出てくるような」建物というのは脚色された
表現のように思える。また、「香隣園を訪ねて」は短い記事ではあるが、子供たちが自由に遊ぶ様子
のみを伝え、方氏の記事に見られるような生産活動や食糧不足などの否定的な内容には触れていない。
そして「天脈」も同様の印象を受ける。したがって玉水町保育院を紹介する連載第2回は、方洙源氏
を院長のモデルとしながら、崔貞熙の目が肯定的にとらえた香隣園の様子をもとに創作されたとみる
ことができる  14。
第3回は保育院の日常を見せたのち、ヨニの感情の高揚を描く最終章へと移っていく。先ず、ラッ
パの合図で日課が進行することは3氏の記事に共通して書かれ、反省の時間については高岡氏の訪問
記に確認される。また、逃亡する子供のことは方氏の2つの手記に書かれ、保育院内に医療設備を整
えたことは方氏の「『家なき天使』の楽園、香隣園生活記」で伝えられている。一方、「天脈」のみに
見られるのは、子供たちがサックス、アコーディオン、バイオリンなどの楽器を演奏することである。
第3回は引き続き、香隣園の日常をもとに脚色を加えて創作されていることがわかる。
ただし最終章は展開が異なっている。最終章におけるヨニの葛藤、すなわち全ての子供たちを平等に
愛せないという悩みは高岡氏の訪問記と方氏の2つの手記に確認される。なかでも「『家なき天使』の楽
園、香隣園生活記」を見ると、以下のようにその葛藤がずっと方氏を苦しめている様子がうかがえる。
正直、無私、純潔、愛、これを完全に守れた日にはじめて涙のない世界を作れるのだが…（中略）
自分は明らかに4つのうちの1つも完全に守れていない。子供たちのほうが自分よりまさっているこ
とがたびたびある。自分はなぜ子供たちみなを同じように愛せないのか、なぜかわいい子がいて、
憎い子がいるのか。私はなんとかしてこの4つを完全に守り、そして子供たちをみな同じように愛
そう 15。
「天脈」の院長も子供たちから「アボジ」と呼ばれ、子供たちの幸せだけを願う人物である。しか
しここでは方氏の葛藤が院長ではなく、ヨニの悲しみとして用いられているのである。そしてヨニは
院長に諭されることによって子供たちに対する罪意識を解消する。このときの院長とヨニのやりとり
は長く、さらに続く。
ヨニはすべての子供たちを平等に愛することができないという悲しみの原因が、院長に対するとく
べつな感情にあることに気づき、それを院長に伝えようとするのであるが、院長は最後までヨニが子
供たちのことを話しているものと取り違える。そうしてヨニは重い気持ちを抱えたままひたすら神に
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祈りを捧げるようになる、というのが「天脈」の結末である。
６　「天脈」の創作と検閲
これまで見てきたように、「天脈」は香隣園と方洙源氏をモデルとして創作された作品である。では、
「天脈」の連載に際し、崔貞熙は創作集『天脈』や映画「家なき天使」に対する検閲を考慮し、何か
意図したことがあったのであろうか。以下、それを検討する。
最初に、作品集『天脈』と映画「家なき天使」の検閲の内容について述べておく。先ず、創作集
『天脈』の「序」に書かれている「地脈」と「人脈」の検閲についてであるが、「地脈」では主人公が
東京留学中に「読書会」に参加していたことが問題とされた。主人公が訪ねていった学生時代の恋人
というのは、その読書会を通じて知り合った人物である。この「読書会」は左翼思想を勉強する自主
グループで、1920年代に大学生を中心に組織され、朝鮮人留学生も多く参加していたようである。し
たがって朝鮮総督府が目を光らせていたことはわかるが、「地脈」においては単に背景として用いら
れているにすぎず、この時期の検閲の厳しさを感じる。一方、「人脈」は友人の夫に対する主人公の
破廉恥な振る舞いが問題視された。
映画「家なき天使」の場合はいくつかの理由が取り沙汰され、明確でない。先にも述べたようにキ
リスト教の精神、朝鮮語の使用、浮浪児問題の露呈などが挙げられた。このうち朝鮮語の使用と浮浪
児問題の露呈については日本の観客を想定しての問題であるため、「天脈」の読者に対しては該当し
ないであろう。
「天脈」に関することとして、先ず、方洙源氏が日本で一時、社会運動に参加した経歴のあること
を崔貞熙は「香隣園を訪ねて」には書いているが、「天脈」の院長の経歴には用いていない。また、
方洙源氏は牧師であったが、「天脈」の院長にそのような設定はなく、「神」は出てくるものの、最後
の下りにあるように一定の神を指してはいない。
こうした細部の設定以外に「天脈」で問題にされるとすれば、「人脈」の検閲で指摘されたような、
院長に対するヨニの感情であろう。ヨニは院長に再会した瞬間からとくべつな感情を意識している。
それが次第に高まって最終章へとつながるのであるが、すでに見たように最終章でとつぜん展開が変
化する。つまり、それまで方洙源氏の分身とみられた玉水町保育院の院長とヨニの人物像が交差し、
方氏の父性愛が院長ではなくヨニの母性愛に置き換えられるという捩れが生じているのである。そし
てヨニがいくら言葉を尽くして恋愛感情を伝えようしても、院長はそれをあくまで母性愛にすり替え、
ヨニを決して受け入れない。「天脈」はこのようにヨニの気持ちが晴れないまま、母性愛が強調され
るという終わり方をしている。どこかすっきりしない結末なのである。
崔貞熙は「地脈」において私生児を抱えた女性の問題を取り上げ、子供のために異性愛より母性愛
を優先させる主人公を描いた。「人脈」においては夫以外の男性を思慕する女性を登場させ、女性倫
理を問い直した。それに続いて書かれたのが「天脈」である。ストーリーの発端は「地脈」とほぼ同
じでありながら、「天脈」のヨニは子供のためを考えて結婚し、それに失敗したことで保母という新
たな役割を得ることができた 16。作品は多くの部分を割いてヨニの新たな生活の場を描いているが、
結末は「人脈」とまったく同じく、思慕する男性から諭されることによって母性に回帰することにな
る。しかも「天脈」の場合はその処理にどこか無理があるように感じられるのである。
本稿では連載された「天脈」を対象に、創作集『天脈』や映画「家なき天使」の検閲による影響が
あったかどうかを検討した。その点で述べれば、「天脈」の結末処理のあいまいさは「人脈」におけ
る検閲の指摘を考慮した措置であり、「天脈」には別の展開の可能性があったと推測することができる。
ただし、現時点では結末のあいまいさを説明する一つの仮説にすぎない。「天脈」の連載時期や映画
「家なき天使」の内容との関連についてなどとともに、さらに多くの資料をもとに検討する必要がある。
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７　おわりに
本稿では「天脈」の結末について、ヨニの異性愛が母性愛に置き換えられたと解釈し、そこに崔貞
熙が検閲を意識していた可能性を提示した。一方、本稿の初めに述べたように、子供たちの母として
のヨニの役割に注目し、そこに時局色を見出そうとした解釈もある 17。
崔貞熙は「天脈」を前後する時期に日本の戦争に協力的な執筆活動を始め、日本語による著作も増
えていく。また、文学者の御用団体である朝鮮文人協会の幹事を務め、志願兵訓練所の訪問や時局関
連の講演活動も行っている。そうした活動に至った経緯には何があり、そこに本人の意思はどの程度
関与していたのであろうか。「天脈」はそれ自体、時局とは無関係の作品である。しかしこのとき崔
貞熙が検閲というものを意識していたのだとすれば、同時期の他の執筆活動についての評価も変わっ
てくるであろう。そのような意味でも「天脈」は引き続き研究が必要な作品である。
本稿では「天脈」の内容を他の関連記事と照合することにより、その創作過程を検証したが、連載
期間中には映画「家なき天使」の公開、香隣園の移転があったほか、社会的にはいっそう戦時色が強
まっていく状況にあった。より広い視野から考察を行っていきたいと思う。
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